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さまざまなお悩みを“関係性”から見直す事例集



それ、もしかしたら、

アートプロジェクトの

出番かも？

編著：東京アートポイント計画

さまざまなお悩みを
“関係性”から見直す事例集



「東京アートポイント計画」では、2009年より、
地域で活動するNPOや団体とともに、まちのなかに、
人と人が出会える場（アートポイント※）を育んできました。
※アートプロジェクトが継続して動き続ける “関係の拠点” のこと。アーティスト、運営者、
ボランティア、地域の参加者など、多様な人々がかかわり、その場自体が次の活動を生んでいる。

そこで、大切にしてきたのは、
「当たり前を問い直す」「課題を見つける」「異なる分野をつなぐ」
といったアートならではの視点です。

「そんなことやっちゃうの？」「え、そこで？」「それもアリ？」
そんなおどろきを伴う、ユニークで実験的なアートプロジェクトから、
人と人との関係が生まれ、地域に創造的な活動が育っていく。
そうした現場を、これまで何度も目にしてきました。

は
じ
め
に

その悩み、“関係づくり”で見直してみませんか？



ここ数年は、区市町村との連携事業を実施するなかで、
新たな事業づくりや市民協働に奔走する自治体職員、
孤立防止・居場所づくりに取り組む福祉関係の方々、
空き家・空き倉庫の利活用に悩む不動産の担当者など、

これまでアートプロジェクトとは縁がなかった方々と、
出会い、対話をする機会が増えてきました。

「運営する文化施設に、こどもが来てくれない」
「空きスペースをどう使えばいいかわからない」
「高齢者や障害のある人が集まれる場がない」
「せっかくはじめたイベントが続かない」
「人と人がつながるコミュニティがつくれない」

そこで語られる困りごとを、一つひとつ丁寧にひもとくと、
“関係が生まれる入り口がない”という共通の課題に行きつきます。

そこで、
アートを「関係をつくるための行為」として捉えてみる。
すると、従来とは異なる視点やアプローチがひらけるのではないか。
この気づきが、本書の出発点です。

本書では、
この視点をより具体的な事例に落とし込みながら、
地域の現場に向き合うみなさんと一緒に、
「どうすれば人がかかわりはじめる場を生み出せるか」
について考えていきます。

アートに関する特別な専門知識は必要ありません。
さまざまなアートプロジェクトの実践例を通して、
地域に“関係の種”をまくためのヒントをお届けできたら幸いです。

2026年3月 東京アートポイント計画 プログラムオフィサー
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“ともに歩くこと”から、はじめよう！
国分寺の〇〇さがし／想起の遠足／吉島・ピアノ・レッスン・コンサート

行政の部署の“あいだ”をのぞいてみよう！
ラジオ下神白／GREEN GREETINGS／
社会福祉法人興望館リサーチ＆展覧会

“みんな”って誰のこと？
めとてラボ／KINOミーティング／映像メモリーちゃんぽんクラブ

記録や発信も、ともに楽しく！
ファンファンレター／おとのふね／ART BRIDGE

点在する活動をつないでみよう！
墨東まち見世＆まちみてマップ／Kunitachi Art Center／
SUPER OPEN STUDIO（S.O.S.）

チームができると、活動が広がる！
大巻電機K.K.／テラッコ／のと部
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「思い出、聞かせてください」からはじめてみよう！
8ミリフィルム鑑賞会／とある窓／pen友プロジェクト

“得意”と“興味”を持ち寄ってみよう！
かえっこ／とくいの銀行／織物BAR／レコメン堂

“お祭り”で、非日常の力を生み出そう！
エレクトロニコス・ファンタスティコス！／キタ！千住の1010人



アートプロジェクトに可能性を感じているけれど、
何からはじめればよいのか悩んでいるようです。

団地や都市開発を行う会社で、
これからの団地のあり方を考える千葉さん

本書は、東京アートポイント計画の専門スタッフ（プログラムオフィサー）の実体験から生まれたフィクションです。新たな事業づく
りや市民協働に奔走する自治体職員、孤立防止や居場所づくりに取り組む福祉関係の方々、空き家・空きスペースの利活用に悩む
不動産担当者、アート活動に取り組むNPOや団体など̶̶さまざまな人々の声をもとに構成しました。

交流づくりのノウハウが
社内にはなくて……。

ひとが集まる
入り口をつくろう

千葉さん
団地や都市開発を
行う会社で働く30代

田中さん
郊外にある市役所の
文化振興課で働く20代

新藤さん夫妻
アート活動の普及団体に
所属する40代半ばの夫婦

カモさん
アートプロジェクトの現場に詳しい
プログラムオフィサーのような存在

登場人物紹介



団地でのコミュニティづくりに奮闘中。
アートプロジェクトにも興味あるけど、
何からはじめたらいいんだろう……？

これから
の団地に

は、

コミュニ
ティ交流

の

機能が必
須！

千葉さん
・団地や都市開発を行う会社で働く30代
・ 大学時代は建築や都市計画を学び、
 都市開発に携わる仕事がしたい！と入社
・ 勤続8年、ほぼ2年おきに部署異動がある

相 談

なるほど。人が集まるきっかけづくりには、
こんな視点がヒントになるかもしれません！カモさん

千葉さん

この前、まちとアートがテーマのトークを聞いて、
アートには可能性がありそうだなと思いました。
でも……、いざ自分の仕事となると、
何からはじめたらいいのかわからなくて。

何か
らはじ

めたら……？
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「思い出、聞かせてください」から
はじめてみよう！
「思い出、聞かせてください」から
はじめてみよう！

昭
和
の
映
像
を
囲
ん
で

 

語
り
合
う
場
を
つ
く
る

8ミリフィルム鑑賞会

「歴史を調べること」「誰かの思い出を聞くこと」は、
実は、コミュニティを育むことと相性がいいんです。
映像や写真、音楽や絵など、表現や記録を“あいだ”に介すと、
記憶を引き出すためのいい呼び水にもなるんですよ！

カモさん

そうですよね！　そんなとき、その土地の歴史や
誰かの人生の話って、会話のいい糸口になるんですよね。カモさん

千葉さん

でも、地域の人たちの交流が目的でも、
面と向かって「交流しましょう！」と話すのは照れくさいなぁ。

千葉さん

たしかに土地の歴史や昔話って、誰にとっても
身近な話題だけど、意外と知らないことが多いかも。

AHA！［Archive for Human Activities/人類の営みのためのアーカイブ］による1TOPIC

い　つ	

2008年〜

どこで	

大阪、東京、水戸、岐阜ほか
全国各地

＃映像　＃少人数　＃見る　

＃語り合う　＃記憶　＃数時間　

＃昭和を知っている世代

写
真
提
供
：
公
益
財
団
法
人
せ
た
が
や
文
化
財
団

 生
活
工
房
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声
を
か
け
る
き
っ
か
け
に
な
る

pen友プロジェクトとある窓
呉夏枝＋市民スタッフによる一般社団法人NOOKによる

撮
影
：
森
田
具
海

い　つ	

2018年〜

い　つ	

2020年

どこで	

仙台、東京、能登

どこで	

東京

＃聞き書き　＃住まい　＃写真

＃本　＃展覧会　＃記憶　

＃数か月　＃誰でも聞き手になれる

＃交換日記　＃展覧会　

＃おばあさん　＃海外ルーツ　

＃多世代の記憶継承

＃国境を越えた出会い
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主体的に、自律的に運営していくには……？
思い出は、交流の入り口になる！

数名から10名程度の規模感で活動することがおすすめ。誰かの話に
じっくりと耳を傾けるためには、顔が見える距離で語り合うことが
大切です。誰かの大事な記憶を交換し合う作業でもあるため、あまり
気を張りすぎず、楽しみながら取り組むこと。それでいて、そっと
触れるような丁寧さがあると、なおよいでしょう。

安心して話せる環境をつくること
実践のための

ツ

人には、生きてきた年月の分だけドラマがある。
「思い出、聞かせてください」と声をかけることは、
相手のことを知る、ちょっとした切り口になります。
一人ひとりの経験に耳を傾けることで、
自然と深いコミュニケーションが生まれていく。

「こんなことがあった」「昔はこんな場所だった」といった
想いに触れると、その記憶をどう引き継ぐかを考えはじめる。
すると、やがてほかの人に話を聞きに行ったり、
新しい伝え方を試したり、“続き”を動かす人が現れます。
記憶は、コミュニティを育む関係づくりの、
そして、次の活動を生み出す苗床にもなるんです。

ええ、そうですね。
地域の人たちが交流する場をつくることも、
立派なアート活動の一つです。

カモさん

なるほど。住民の方が動き出してくれるといいですね。
カモさん

まずは、動き出すための関係を生み出せるといいかも。
それでは、こんなプロジェクトはいかがでしょう？カモさん

千葉さん

高齢化は、団地が抱える課題の一つでもあるので、
紹介していただいた事例は、相性がよさそうです！
ただ、会社としては、僕たちが主催し続けるのではなく、
持続可能な仕組みづくりも求められるんですよね……。

千葉さん

はい。住民の人たちが主体的に、そして、自律的に
運営していくことができたら理想的だなとは思います。
でも……、 本当にそんなことができるのかなって。

千葉さん

アートと聞くと、 空き店舗の壁に壁画を描いたり、
ギャラリーのように真っ白い壁を立てて展示をしたり、
空き地に組み立てたステージでダンスや演劇をしたり……、
そんなイメージを抱いていましたが、それだけじゃないんですね！

まとめ

コ

1TOPIC

へ つづく2TOPIC
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“得意”と“興味”を
持ち寄ってみよう！
“得意”と“興味”を
持ち寄ってみよう！

仕
組
み
が
あ
る
こ
と
で

 

こ
ど
も
た
ち
の
場
が
動
き
出
す

かえっこ

アートは、新しい表現を生み出すだけじゃなくて、
“すでに地域にあるもの”を集めて、編み直すことで、
人が動き出す交流の “仕組み” をつくることもできるんです。

カモさん

使われなくなったおもちゃや趣味でつくっている作品、
自分の特技や得意なことなど、身近なものですね。
そうしたものをつなぎ直す考え方を、美術家の藤浩志さんは、
「OSのアート」と呼んでいます。

カモさん

そうです！　ハードやアプリを動かす基本システムのように、
人や場が自然と動き出すための土台＝仕組み、ですね。カモさん

千葉さん

すでにあるもの……、具体的にはどんなものですか？

千葉さん
OSって、パソコンの？

藤浩志による2TOPIC

撮
影
：
た
だ（
ゆ
か
い
）　
　
写
真
提
供
：
千
葉
国
際
芸
術
祭
実
行
委
員
会

い　つ	

2000年〜

どこで	

全国各地

＃不要なおもちゃ　＃こども　

＃交換　＃屋外可　＃大人数

＃仕組みはカスタマイズ可
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ま
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に
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を
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織物BARとくいの銀行
久村卓による深澤孝史による

撮
影
：
高
橋
真
美

写
真
提
供
：
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

い　つ	

2011年〜

い　つ	

2024年〜

どこで	

取手、白老、シンガポール、
浜松、山口、札幌、富山、
二子玉川

どこで	

東京、横浜ほか

＃仕組みがわかりやすい　＃団地　

＃とくい　＃交換　＃ジャンル不問

＃技術不要　＃誰でも参加可

＃手芸　＃コミュニケーション　

＃誰でも参加できる　＃店主　

＃織物は彫刻の台座と同じ
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推
薦
を
通
し
て

 

ま
ち
の
表
現
が
浮
か
び
上
が
る

レコメン堂
一般社団法人NOOKらによる

仕組みをつくるアート！

仕組みをつくるアートでは、「誰と一緒に取り組むか」を考えること
が大事になります。ただ、必ずしも専門的な知識や技術は必要とな
るわけではないので、地域の人たちが運営側へ入ることもおすすめ。
例えば町内会やこども会、地域で活動するさまざまな分野の人たち
と連携した場づくりに挑戦してみるのもいいかもしれません。

運営にも携われる体制をつくること
実践のための

ツ

誰かの表現を一緒におもしろがったり、
人が自然と動き出したくなるような仕組みを考えたり、
これまで出会わなかった人同士のかかわりを生み出したり。
そういう仕組みを構築する「アート」もあるんです！

「場」や「関係性」を丁寧に編んでいくこと。
そこで役立つのが、アートという分野で育まれてきた、
ものの見方や問いの立て方、状況を読み取る力です。

さまざまな立場や経験をもつ人たちがかかわり、力を持ち寄ることで、
初めてかたちになっていく。「お客さん」として参加するのではなく、
小さな役割でも、ともに担い手としてかかわることが大切になります。

まとめ

コ

2TOPIC

い　つ	

2019年〜

どこで	

仙台、猪苗代

＃他薦　＃表現のようなもの　

＃地域の記録　＃日常のふるまい　

＃展覧会　

＃すでにあるものを紹介する仕組み
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「にぎわい」も「かかわり」も生み出したい！

すでに団地に、おもしろい芽はあるんですね！
発表側でも運営側でも、いいかたちでかかわっていける
仕組みが構築できるといいですねぇ。

カモさん

よかった！
カモさん

「にぎわい」はつくれても、「かかわり」は生まれにくいと。
それでは、こんなプロジェクトはいかがでしょう？カモさん

千葉さん

まさに、「住民が主役になる」ですね。
これなら、上司のウケもよさそうだな……。

千葉さん

でも予算をつけて企画をするとなると、
参加人数や報告資料での「映え」も求められるな。
マルシェのような大きなイベントをすると、人は集まる。
でも、住民の人たちは買い物をして帰るだけで、
主体的に参加してくれるわけではないんですよね。
盛り上がってはいるけど、何かが残る感じはしなくて……。

千葉さん

そうそう、団地で仕事をしていても、
たまにおもしろいことをしている人に出会うんですよ。
そういう人たちを見えるようにする企画、素敵ですね！

“みんなで盛り上がる”といえば、やっぱりお祭り！
お祭りのいいところって、ただ見ているだけじゃなくて、
自分もつくる側や演じる側になれるところだと思うんです。

カモさん

最近は「やってみようかな」という気持ちを大事にして、
もっと気軽にかかわれる方法をつくるアーティストもいます！カモさん

みんなで準備して、当日も一緒に動かしていく。
そうすると、「楽しかったね」だけで終わらず、
「一緒につくった仲間」という感覚が残りますよ！

カモさん

千葉さん

たしかに。参加できるほうが楽しいですよね。
でも、演者になるって、何か特別な技術が必要なんじゃ……。

千葉さん

なるほど。ハードルを下げることで、
参加できる人を増やすんですね。

3TOPIC

“お祭り”で、
非日常の力を生み出そう！
“お祭り”で、
非日常の力を生み出そう！

へ つづく3TOPIC
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だ
じ
ゃ
れ
と
音
楽
で
つ
な
が
る
!?

 

参
加
型
の
大
規
模
コ
ン
サ
ー
ト

キタ！千住の1010人
「アートアクセスあだち 音まち千住の縁」の

身
近
な
家
電
で
演
奏
会
!?

 

小
さ
な
祭
り
を
育
む

エレクトロニコス・ファンタスティコス！
和田永による

撮
影
：
山
本
マ
オ

撮
影
：
冨
田
了
平

い　つ	

2015年〜

い　つ	

2025年

どこで	

東京、日立、京都、名古屋、
秋田、福岡

どこで	

東京

＃音楽　＃家電　＃楽器演奏　

＃屋内外　＃ラボ　＃オーケストラ　

＃みんなで盛り上がる　

＃ビリビリピカピカ

＃だじゃれ音楽　＃大人数　

＃誰でも参加可　＃技術不要

＃お祭り　＃みんなで盛り上がる　

＃新しい音楽をつくる

26 27
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絆を深める、祭りの力！

多くの人がかかわる現場だからこそ、安全への配慮は最優先！　準
備段階から不測の事態を想定し、あらかじめ対応策を考えておくこ
とも大切です。会場配置やスケジュールなどを関係者間で共有できる
ツールを作成し、事前に共有しておきましょう。安全管理は、先回
りしすぎて損することはありません。

安全対策は万全にしましょう
実践のための

ツ

「みんな」で何かをつくる現場には、
誰もが予期し得ないことが起こります。
仕掛けたアーティストや運営メンバーの想像を
はるかに超えた、うれしい風景が立ち現れることも。

準備のために何度も集まり、議論を重ねて、手を動かす。
「あの人は、普段何をしているんだろう？」と思いながら、
少しずつお互いの“できること”がわかってくる。

地域のお祭りは、防災訓練になるとも言われます。
一緒に協力しながらお祭りをつくり上げる時間は、
いざというときに声をかけ合える関係を育んでくれます。

まとめ

コ

3TOPIC

へ つづく4TOPIC

いつものアプローチとは違うけど、
求められている成果は出せそう。

団地の共用空間を活用した実験、
上司に提案してみようかな。

28 29

ひ
と
が
集
ま
る
入
り
口
を
つ
く
ろ
う



「文化資源がない」と思われているまちで、
行政として何ができるのか悩んでいるようです。

郊外にある市役所で 、
まちの文化振興に取り組む田中さん

関係の“地図”を
描き直そう

穏やかで、いいまちだとは、
思っているんですけどねぇ……。

協働を通して、自治を「耕す」こと

東京アートポイント計画 の  プログラムオフィサー による 裏話
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観光名所も、目立った活動もない。
そんなまちを舞台にして展開できる
文化振興ってどんなことだろう？

相 談

そういうのも
好きなんですけどねぇ～

チャーシューや味玉（＝観光地）なし、
醤油一択で勝負している素ラーメンって感じ？

田中さん
・ 郊外の市役所に勤務する20代後半
・ 市役所で働きはじめて5年目
・ 1年前に文化振興課に異動

シンプル
だけど、

洗練され
ていると

いう

わけでも
ない

う
ちの
まち、ほんとに何もないのかな～？

なるほど。参考になるかもしれない
アートプロジェクトがありますよ！カモさん

田中さん

 推進委員会でも「まちづくり」や
「他分野との連携」というキーワードが
出てくるけど、いまいちピンと来ない……。
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“ともに歩くこと”から、
はじめよう！
“ともに歩くこと”から、
はじめよう！

田中さん、散歩はお好きですか？
カモさん

実は、「まちを歩くこと」そのものを
プロジェクトにすることもできるんですよ！カモさん

さまざまなものごとの捉え方をもったアーティストが
ナビゲーターとして加わると新鮮な発見がありますよ！
日常と地続きの場所で新しい体験を生む事例を紹介しますね。

カモさん

4TOPIC

身
体
を
通
じ
て

 

見
慣
れ
た
風
景
を
捉
え
直
す

国分寺の○○さがし
プロジェクト・ユングラによる

はい、休みの日は一人で散歩しながら、
まちの風景を楽しむのが日課です。田中さん

え？　そうなんですか？　
でも、たしかに、同じ道だったとしても
誰と一緒に歩くかで視点も話題も変わるかも。

田中さん

撮
影
：
松
本
和
幸

い　つ	

2025年

どこで	

東京

＃身体　＃ダンス　＃音　

＃サウンドスケープ　＃採集　

＃まち歩き　＃少人数　

＃マップ　＃屋外　

＃晴れていると気持ちがいい
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ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
視
点
で

 

ま
ち
の
見
方
を
編
み
直
す

個
人
の
記
憶
を
手
が
か
り
に

 

ま
ち
の
物
語
を
た
ど
る

吉島・ピアノ・レッスン・コンサート想起の遠足
山城大督によるアサダワタルと市民メディエーターによる

い　つ	

2017年

い　つ	

2009年

どこで	

東京

どこで	

広島

＃個人の記憶　＃まちの思い出　

＃想起　＃市民　＃年齢問わず　

＃親子参加可　＃少人数　

＃物語　＃家に帰るまでが遠足

＃聴く　＃マップでめぐる　

＃住宅街　＃演奏者と鑑賞者　

＃時間限定　＃体験をつくる　

＃まちの風景が変わる
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領域を横断し、つないでいくには……？

カモさん

「歩く」という日常的な行為からはじめられるのが魅力ですね。

カモさん

いいですね！　……そういえば、田中さん！
文化芸術推進委員会の会議でお困りごとがあるとか？

カモさん

制度そのものをすぐに変えるのは難しくても、
現場での小さな実践から横断がはじまることはありますよ！

「何もないまち」なんて、どこにもない！

公共空間には、さまざまなルールがあります。公園や道路、公共施
設など一般参加者を募って活動する場合、許可が必要となることも。
特に写真や動画を撮影する際は、場所の利用に加えて、被写体とな
る人やものの権利にも配慮しましょう。さらに、住宅エリアを歩く
ときには、そこで暮らす人々への気配りも忘れないように。

公共空間のルールを確認しましょう
実践のための

ツ

目立った観光地や歴史がなくても、
まちには、地形や自然環境、人々の営みが眠っている。
そう考えると「何もないまち」なんて、どこにもないんです。

まちの外から訪れる人は、
その土地の風景をとても新鮮な目で見つめます。
そこに暮らす人にとっては見慣れてしまっている
建物や道、看板や植木の一つひとつに立ち止まって、
「これはいいですね～」とおもしろがって眺めていく。

その視点に触れることで、普段の暮らしや風景といった、
いまここにあるものに目を向けるいい機会になりますよ。

まとめ

コ

4TOPIC

へ つづく5TOPIC

歴史や観光をテーマにしたまち歩きはよくあるけど、
別の視点でめぐる方法を考えるのはおもしろいかもしれませんね！
まち歩きならアートに馴染みのない人にも抵抗がなさそう。

田中さん

まち歩きのマップづくりにもつなげられそうだし、
行政として地域の新たな文化資源を発掘するきっかけとしても、
いい機会になりそうだな。市民のみなさんからも
「地域の文化情報をまとめてほしい」という声が届いていたし！

田中さん

先日の委員会で、国の文化芸術基本法が話題になって。
文化がいろんな分野を横断してつながっていくことの意義や、
「有機的な連携」の必要性とか……。難しいと思っていたけど、
まちを舞台に展開する活動にはヒントがありそうです。
でも、行政はどうしても縦割りになりがちなんですよね……。

田中さん
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わかります。ただ、まちでアートを展開していくと、
不思議と分野を横断せざるを得ないことが起こるんです。
一つの活動が、福祉や教育、産業振興、都市整備など、
複数の部署にかかわる内容になっていくことがあります。

カモさん

アートの特徴の一つは、肩書きや属性ではなく、
一人の個人として出会うところからはじめる点にあります。
もともとアートは社会のなかでの位置づけが少し曖昧で、
いろいろな境界にまたがってきました。その曖昧さが、
“あいだ”に入り込む余白をつくっているのかも。

カモさん

5TOPIC

部署を横断するのって、簡単じゃないんですよね……。
田中さん

たしかに、コミュニティづくりといっても、
高齢者福祉にも、こどもにもかかわるし……。田中さん

思
い
出
の
音
楽
を
通
し
て

 

「
私
」
と
「
私
」
の
出
会
い
を
ひ
ら
く

ラジオ下神白
アサダワタルによる

行政の部署の“あいだ”を　
のぞいてみよう！　
行政の部署の“あいだ”を　
のぞいてみよう！　

い　つ	

2016年〜

どこで	

福島

＃ラジオ　＃音楽　＃被災者支援　

＃ケア　＃お宅訪問　＃高齢　

＃人生の語り　＃声で出会う　
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分
野
を
横
断
し

 

過
去
と
い
ま
の
営
み
と
つ
な
ぐ

行
政
と
市
民
が
連
携
し

 

自
分
た
ち
の
場
所
に
変
え
る

社会福祉法人興望館リサーチ＆展覧会GREEN GREETINGS
ファンタジア !ファンタジア !×碓井ゆいによるACKT（アクト／アートセンタークニタチ）の

い　つ	

2024年〜

い　つ	

2021年〜2022年

どこで	

東京

どこで	

東京

＃緑地・公園　＃園芸　＃屋外　

＃コミュニティガーデニング　

＃毎月　＃数時間　＃環境　

＃部署間連携　

＃市民参加で公共空間をつくる

＃福祉　＃保育　＃刺繍　

＃100年の歴史　＃リサーチ　

＃数か月　＃施設の記録　

＃展覧会　＃分野違いのお隣さん

撮
影
：
加
藤
甫
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文化を横串に、共生をひらくためには？

カモさん

企画政策やシティプロモーションを担当するような、
まちの取り組み全体を見ている部署との相性もいいですよ。

カモさん

部署を横断した取り組みのアイデアが湧いてきますね。
違いを認め合い、ともに場をつくる営みこそ、アート！
文化担当として、共生をひらく役割も果たせるかも。

カモさん

そうなんです。むしろ、文化は“横串”。
部署を越えて動くことで、力を発揮しますよ。

境界を越える関係をつくりましょう

分野横断を進めるためには、その分野に精通した地域団体や、すでに
実践を重ねている人たちとの連携が欠かせません。とはいえ、アートは
あらゆる分野に機能する万能薬ではありません。しかし、「これまで
の方法では立ち行かない」と感じている現場と結びつくことで、思
いもよらなかった新たな突破口をひらく力があります。

分野横断のパートナーを見つけましょう
実践のための

ツ

一人ひとりの話を丁寧に聞く。
まちのなかにある空間を自分たちでなんとかしたいと思う。
近所にいる人たちがどんな活動をしているのか関心をもつ。
 ̶ そんな暮らしの延長線上にあるごく当たり前の行為が、
プロジェクトとして立ち上がるとき、「協働」が生まれます。

分野や制度の境界をなくすことは難しい。
でも、「どこに境界があるのか」を互いに知り、必要に応じて
行き来できる関係性をつくることはできるかもしれません。
そのためにも、同じ場に立ち、同じ課題に向き合い、
同じ時間を共有する。その経験が分野の違いを超えて
協力するための土台を育んでいくのではないでしょうか。

まとめ

コ

5TOPIC

アートって文化課の仕事だと思っていたけれど、
ほかの部署ともかかわってくるものなんですね。田中さん

文化振興計画の推進体制にも、
庁内部署の横断的な調整が役割として記載がありました。
でも、どうしたら現場で実践できますかねぇ……。

田中さん

なるほど、そういうふうに考えていくといいんですね！　
「障害者による文化芸術活動の推進に関する法律」もあるし、
障害のある人とのかかわりのなかでもできることはあるかも。
市長も「地域共生社会を実現しよう」と話していたし。

田中さん

へ つづく6TOPIC
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いままさに“みんな”の範囲そのものを問い直す活動が
増えています。とても当たり前なことではありますが、
人それぞれに物事を捉える感覚は違いますよね？
言語など、コミュニケーションの手法が異なれば、
背景としてもっている文化も異なります。

カモさん

「みんなのために」と思っていた取り組みが、
実はある層に偏っている可能性もあるわけですね。
まずは、その前提に気づくことからはじめましょうか！

カモさん

6TOPIC

私たちが前提にしている“みんな”って、
誰を指しているのか気になってきました。田中さん

たしかに。でも、交流を促すプログラムを考えるときも、
無意識のうちに「参加しやすい人」を基準にしていたかも。田中さん

“みんな”って誰のこと？“みんな”って誰のこと？ さ
ま
ざ
ま
な
身
体
感
覚
か
ら

 

「
伝
え
る
」
を
実
践
す
る

めとてラボ
一般社団法人oooによる

い　つ	

2022年〜

どこで	

東京

＃目と手　＃見る　＃手話　

＃デフスペース　＃空間設計　

＃コミュケーション　

＃手法づくり　

＃文化の異なりを認め合うには
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〝
い
い
作
品
〞
を
つ
く
る
こ
と
が

 

〝
い
い
関
係
〞
を
育
ん
で
い
く

KINOミーティング
一般社団法人パンタナルによる

年
齢
な
ん
て
関
係
な
い
!?

 

世
代
を
越
え
て
学
び
合
う

映像メモリーちゃんぽんクラブ
小金井アートフル・アクション！の

い　つ	

2022年〜

い　つ	

2017年〜

どこで	

東京

どこで	

東京

＃映画制作　＃写真　＃映像　

＃海外ルーツ　＃コミュニティ　

＃役割の交換　

＃協働作業が新しいかかわりを

　つくる

＃映像制作　＃記憶　＃シニア　

＃70歳以上　＃作品発表　＃通年　

＃技術を学び合う　

＃コロナ禍にZoomを使いこなす
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まずは“みんな”を問い続けることから！

企画の趣旨説明や参加者募集の告知文で、「対象」をどう記すか。どの
言語を用い、どのようなメディアで発信し、どの経路で届けるか。慣
例的に続けてきた広報も、一度立ち止まって見直してみることが大切
です。これまでの参加対象を問い直すことにつながり、ひいてはプロ
ジェクトの進め方そのものを変えていくきっかけにもなります。

呼びかけ方を工夫しましょう
実践のための

ツ

プロジェクトの企画を考えるとき、わたしたちは、
つい「みんなで」「誰もが」という言葉を掲げてしまいます。
でも、わたしたちが“みんな”と考えていた範囲は、
実はとても狭いものだったのかもしれません。

言語の違いによって参加方法自体がわからなかった人、
時間帯の設定や身体的な条件、心理的な距離から
参加が叶わなかった人もいたかもしれない。 

その不在に思いをめぐらせること、
そして、何が壁になっていたのかを問うこと。
そんな想像力を持ち続けることが、あらためて
企画のあり方を考える出発点になるのだと思います。

まとめ

コ

6TOPIC

つい「誰もが」って言ってしまうけど、
結局あまり対象が見えていなかったかも。

いろんな人と出会うことから、
まちの魅力を発見していきたいな。

へ つづく7TOPIC
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仲間との活動は充実しているものの、
仕事との両立に少し疲れを感じはじめているようです。

洋食店を営みながら、
アートを広める団体を運営する新藤さん夫婦

もっと仲間を増やそう

無理をしすぎることなく、
長く続けていけるといいんだけど。

消費されない「関係」を育むために

東京アートポイント計画 の ディレクター による 裏話
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やりがいはあるけど、

プロジェクトと仕事の両立が大変！　
無理なく続けたいんだけど……。

新藤さん夫婦
・ 妻の両親が創業した洋食店を受け継ぎ、
 経営している40代半ばの夫婦
・ アート活動を広める団体に所属し、
 運営マネジメントを担っている
・ 保育園に通う5歳のこどもがいる

こんなに
クリエイターいたんだ。

ちょっと受付
手伝ってくれない？

相 談

長く継続するためには工夫が必要かも！
いろいろな現場から生まれた知恵を紹介します。カモさん

とてもやりがいを感じてはいるのだけど、
この体制・方法で進めていくのは限界かも……
仲間と楽しく分担できたらいいのになぁ。

新藤さん夫婦

いい
かたちで続ける方法ってないのかな～？
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記録や発信も、
ともに楽しく！

7TOPIC

記録や発信も、
ともに楽しく！

メ
デ
ィ
ア
づ
く
り
が

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
て
い
く

ファンファンレター
ファンタジア！ファンタジア！の

記録作成やメディアづくりを軸にして、
プロジェクトを立ち上げる事例もありますよ！
文章を書く人、写真を撮る人、レイアウトを考える人……
役割を分けると自然とチームができていって、
かかわりしろも増えるんです！

カモさん

日々の活動を伝えるニュースレターのようなものが
告知や広報につながることもありますよ。カモさん

イベントごとにチラシやポスター、SNSなど
告知するのがけっこう大変……。新藤さん（夫）

たしかに、準備や何気ないやりとりのなかに、
プロジェクトらしさを感じる瞬間もあるなぁ。新藤さん（妻）

い　つ

2019年〜

どこで	

東京

＃リソグラフ　＃紙　

＃ハサミとノリ　＃日々の出来事　

＃プロジェクトの記録　

＃テーブルを囲む　

＃作業とコミュニケーション　

＃会議では話せないこと

撮
影
：
高
田
洋
三
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大
き
な
誌
面
が

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
場
所
に
な
る

新
た
な
関
係
づ
く
り
の

 

入
り
口
と
し
て
の
ラ
ジ
オ

ART BRIDGEおとのふね
Art Bridge InstituteのArtist Collective Fuchuの

い　つ	

2019年〜

い　つ	

2015年〜

どこで	

東京

どこで	

国内外各地

＃ラジオ　＃トーク番組　

＃コミュニティFM　＃YouTube　

＃地域情報

＃ラジオ出演はきっかけになる

＃雑誌　＃写真　＃テキスト　

＃ネットワーキング　＃リサーチ　

＃大きな誌面　＃複数人で囲む　

＃メディアづくりがプロジェクト

撮
影
：
江
上
賢
一
郎
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魅力的な活動や拠点が増えてきたら……？

カモさん
おぉ、心強い。素敵な編集部がつくれそうですね！

カモさん

いいですね！　まちの魅力的な場をつなぐ、
いいプロジェクトがありますよ！

カモさん

リズムが決まっていると、「次はこれを出す時期だね」と
プロジェクトメンバーも自然に動けるようになりますよ。

メディアづくりを
プロジェクトとして位置づけよう！

発行リズムを決めることが大切です。毎月か、隔月か、はたまた隔週か
―定期刊行物やシリーズとして位置づけると、発行時期から逆算
して制作スケジュールを組み立てることができますし、プロジェクト
全体の進行を考える上でのマイルストーンにもなるでしょう。継続して
いくことで、活動の積み重ねがそのまま記録として残っていきます。

続けられるペースを見つけましょう
実践のための

ツ

日々を記録し、言葉にし、写真を選び、編集する。
活動を振り返りながら「何をおもしろいと感じているのか」
「どんな瞬間を大事にしたいのか」を話し合う。その時間は、
それぞれの思いを持ち寄り、共有する機会にもなります。

そんな対話から「次はこんなことができるかもしれない」
というアイデアや、新しいネットワークの芽が生まれます。

また、メディアづくりを活動の中心に据えると、
「それならかかわってみたい！」という人が現れることも。
メディアは、「外に向けた窓」であると同時に、
「内側の関係を育てる装置」でもあります。

まとめ

コ

7TOPIC

「あ、発信どうしよう」という話題になるたび、
いつも慌ててSNSなどの対応をしている気がします。新藤さん（夫）

お、編集チームの誕生⁉　楽しみです！
最近、雰囲気のいいカフェや本屋も増えてきていたり、
知り合いのアーティストやクリエイターのアトリエなど、
素敵だなと思える場所が増えてきているんですよ。

新藤さん（夫）

そういえば、最近活動に参加している加藤さん、
昔、地域のラジオ局で働いていたって言ってたなぁ。
水野さんも以前は地域雑誌のライターをしていたとか！

新藤さん（妻）

わたしもふらりと立ち寄れる場所が増えてきて、
なんだか楽しくなってきたな～と思ってた！新藤さん（妻）

へ つづく8TOPIC
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8TOPIC

点在する活動を
つないでみよう！
点在する活動を
つないでみよう！

それぞれは単独で存在しているけれど、
それらを一つの枠組みでつないで見せると、
まちをめぐる理由が生まれます。

カモさん

まちのなかにある“点”を、ゆるやかにつないでいく。
そういうプロジェクトもありますよ！カモさん

まちを見渡してみると、
カフェ併設のギャラリーや少し変わった外観のアトリエなど、
すでにおもしろそうな場所や活動が点在していますよね！

カモさん

最近増えてきました。気になってはいるけれど、
なんとなく入るきっかけがない場所も多いです。新藤さん（夫）

バラバラだった場所が、一つの企画で結ばれるわけですね。
新藤さん（妻）

ま
ち
の
小
さ
な
活
動
を

 

イ
ベ
ン
ト
と
マ
ッ
プ
で
つ
な
ぐ

墨東まち見世＆まちみてマップ
NPO法人向島学会による

い　つ	

2009年〜2013年

どこで	

東京

＃地域資源　＃小さな拠点と活動　

＃マップ　＃まちを歩く　

＃プラットフォーム　＃屋台が目印
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地
域
特
性
を
い
か
し
た

 

ま
ち
の
回
遊
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る

Kunitachi Art Center
museum shop T×Gallery Yukihira×田尾企画編集室ら有志による

複
数
の
ス
タ
ジ
オ
を
つ
な
い
で

 

地
域
の
特
徴
を
可
視
化
さ
せ
る

SUPER OPEN STUDIO（S.O.S.）
Super Open Studio NETWORKによる

撮
影
：
小
野
悠
介

い　つ	

2020年〜

い　つ	

2013年〜

どこで	

東京

どこで	

神奈川、東京

＃まちに点在　＃ギャラリー　

＃アトリエ　＃店舗　＃マップ　

＃住宅街　＃まちをめぐる　＃ツアー

＃まちの真ん中にアートを入れる

＃美大が多い　＃制作　

＃スタジオ　＃アトリエ　

＃倉庫や工場を活用　

＃つくり手が集まる　

＃ネットワーク　＃バスツアー　

＃創作の場をめぐる仕組み
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まちの動きを可視化する

日常に溶け込んでいて気づきにくいですが、
まちでは、すでにさまざまな活動が営まれています。
期間を定めて、まとめて見せるような企画があると、
それらの存在は多くの人に共有されるようになります。

小さな取り組みが点在しているまちもあれば、
大きな拠点が中心になっている場合もある。あるいは、
これから新しい動きを育てる場所もあるかもしれません。

同じ地域で活動する人たちが、
一つの枠組みのもとに集まって何かをやってみることは、
新しい関係をつくるきっかけになるのだと思います。

共感や好奇心でつながるチームって……？

カモさん

そもそも、みなさん本業やそれぞれの活動があって、
その延長線上でかかわっているんですよね？

カモさん

それなら、“雇う・雇われる”の関係にこだわらなくてもいいかも。
アートの現場では、報酬だけではない動機―共感や好奇心、
場のおもしろさ―で人がかかわることがあります。

カモさん

稼ぐ仕事とは別の回路で動くかかわり方を、どう設計するか。
このまちらしいアートのかたちがつくれるチャンスかも！

「いつ、どこで、何が見られるのか」という情報のわかりやすさが重
要です。それぞれの活動や場所に個性があるからこそ、同じ枠組みで
整理する作業が必要になります。めぐる人の立場に立った情報提
供を心がけましょう。「同じ企画だ」とひと目でわかる共通のサインや
ビジュアルがあると、まちのなかで自然とつながりが感じられます。

ゆるやかにつなぐ目印をつくりましょう
実践のための

ツ

まとめ

コ

8TOPIC

このまちにはつくり手の人が多いから、
すべてを自分たちだけで企画するよりも、
つなぎ手を担ったほうがいい影響が生まれるかも。

新藤さん（夫）

そうなんです。仕事として依頼する、
というよりは、楽しみながら参加していますね。新藤さん（夫）

でも、実際にやるとなると調整が大変そうで……。
専門スタッフを雇うほどの予算もないしなぁ。新藤さん（妻）

なるほど……。でも、どうしたら集まってくれるかな？
新藤さん（妻）

へ つづく9TOPIC
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9TOPIC

でも、ただ“手を増やす”ことだけが解決ではないかも。
ともにプロジェクトを動かし、楽しめるチームが広がると、
活動はもっと豊かに展開していきますよ。

カモさん

そうです。そのような経験を軸にした、
チームのあり方が、アートの現場にはあります。
人をただ“集める”のではなく、経験を“共有する”。
その積み重ねが、自然とチームを育てていきますよ。

カモさん

通
年
の
か
か
わ
り
が

 

祭
り
の
継
続
を
支
え
る

大巻電機K.K.
Memorial Rebirth 千住の

やっぱり、人手不足は常に課題ですよね。
やりたいことはあっても、動かす人が足りないというか……。新藤さん（夫）

手伝ってもらう、というより、
一緒につくる仲間になる、という感じでしょうか。新藤さん（妻）

い　つ	

2011年〜

どこで	

東京

＃シャボン玉　＃パフォーマンス　

＃屋外　＃風景を変える　

＃みんなで盛り上がる　

＃マシンを動かす　

＃プロジェクトに必要不可欠なチーム

チームができると、
活動が広がる！
チームができると、
活動が広がる！
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「
で
き
る
こ
と
」
を
持
ち
寄
り

 

離
れ
た
地
域
に
思
い
を
馳
せ
る

チ
ー
ム
を
育
む
こ
と
で

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
続
い
て
い
く

のと部テラッコ
Studio 04でのTERATOTERAの

い　つ	

2009年〜2021年

い　つ	

2024年〜

どこで	

東京ほか全国各地

どこで	

東京、能登

＃ボランティアスタッフ　＃企画　

＃制作　＃定例会　

＃アーティストとつくる　

＃みんなで盛り上がる　＃中央線　

＃飲み会が育むコミュニティ

＃復興支援　＃能登　＃何かしたい　

＃オンラインツールを活用　

＃情報交換と活動報告　

＃月１回の定例会　

＃場所が育む関係性　

＃励まし合うコミュニティ
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“プロセスをひらくこと”も楽しもう！

プロジェクトを内輪の忙しさで閉じるのではなく、
かかわりしろをひらいていくことで、活動がより豊かになっていく。
さまざまな人がかかわる分、ものごとを決めるには時間がかかります。
実践にたどりつくまでに、何度も話し合い、迂回することも。
それでも、その道のりをともにゆっくり歩んでいくことで、
プロジェクトは少しずつ「自分ごと」になっていきます。

『アートプロジェクト運営ガイドライン』の著者・帆足亜紀さんは、
アートプロジェクトはかかわった人たちに「共感」「共有」「協働」「やりがい」
「多様性」「自由」「創造性」を生み出すものだと述べています。
単に作業を分担する場ではなく、そうした経験が立ち上がる場であること。
そこに、アートの現場ならではのチームのあり方があるのだと思います。

流動的に動くメンバーでの情報共有には工夫が必要です。定例会の
開催、メーリングリストやグループウェアの活用など方法はさまざ
まですが、正解のかたちはありません。ただ、オンラインでのやり
とりは便利な反面、認識のずれが生じやすい面も。時々は、顔を合
わせて話せる場を設けることが、チームの関係を保つコツです。

情報共有の仕組みをつくりましょう
実践のための

ツ

まとめ

コ

9TOPIC

自分たちだけで閉じていたのが、
課題だったのかもしれない。

タスクに追われるのではなく、
一緒に企画を動かす仲間を
募ってみようかな。
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「どうやら、わたしたちの悩みには、
アートプロジェクトが合いそうだ」。
本書を読んで、そう感じていただけたなら、
これほどうれしいことはありません。

けれども、そこから「まずはやってみましょう」と
一歩踏み出すことが、一番難しいのかもしれません。

そんなときは、悩みを共有したい人たちと、
テーブルを囲み、本書を真ん中に広げて話をしてみてください。
「こんな取り組みがあるけれど、どうだろう？」
「千葉さんの話、共感できますね」
「前例があるなら、やってみてもいいかもしれない……」

本書は、そんな会話のきっかけづくりのために制作したものです。
みなさんのこれからの一歩を、そっと後押しできたら幸いです。

お
わ
り
に

悩みは続くよ、どこまでも「続ける」ための知恵は、現場にある

東京アートポイント計画 の  プログラムオフィサー による 裏話
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でも、もしかしたら、アートは、
みなさんの悩みを“解決”するものではないかもしれません。
むしろ、その悩みを捉え直したり、解決へ向かう別の道筋を
照らしたりすることを得意としています。

「関係づくり」からはじまり、
課題にともに向き合う仲間を見つけていく。
その特性をいかしながら、実践を重ねていただけたらと思います。

アートプロジェクトは、
たくさんの人がかかわりながら動かしていくものです。
つい忙しさに追われ、燃え尽きてしまうこともしばしば……。

一度きりのイベントではなく、持続的な活動をどうつくるのか。
地域で活動を続けるために、運営するチームの関係をどう育むのか。
みんなが集う場をつくり、どう「自分ごとに」していくのか。

これらは、東京アートポイント計画が大切に問い続けてきたテーマです。
そのノウハウや知見は、巻末にまとめた資料に掲載しています。
現場を動かす際の一助として、ぜひご活用ください。

きっと、悩みは尽きません。
それでも、どこかで同じように悩んでいる人がいると知るだけで、
少し心強く、前へ歩みを進めることができるのではないでしょうか。

本書には東京アートポイント計画の事例だけでなく、
わたしたちが会議などで紹介してきた事例も掲載しました。
それぞれの取り組みが、バトンリレーのように、
次の実践につながっていくことを願っています。

最後に、本書制作にあたって、ご協力をいただいたみなさまに、
この場を借りて、心より御礼申し上げます。

2026年3月 東京アートポイント計画 プログラムオフィサー
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アートプロジェクトについてもっと知りたい人へ

プログラムオフィサーが、さまざまな現場に寄り添うなかで、
出会ったキーワードについて執筆した用語集。アートプロジェ
クトの運営に取り組むときに、一呼吸ついて立ち止まり、自らの
状況を確認し、プロジェクトメンバーと課題意識を共有し、対
話するためのツールとして55個の “ことば” を収録しています。

東京アートポイント計画の1年を振り返りながら、ディレクター
とプログラムオフィサーが、ちょっと先の未来について語った
アニュアルレポート。2021年から2025年まで5冊を発行しま
した。各事業の紹介や注目のニュースのほか、「基礎自治体との
連携」「アクセシビリティ」「共生社会」など毎年異なるキーワード
から現場の気づきを振り返るインタビューを収録しています。

東京アートポイント計画の10年の歩みをまとめた一冊。プロ
グラムオフィサーが培った知見をまとめた「中間支援の9の
条件」、事業の軌跡を年ごとに振り返った「これまでの歩み 

2008→2018」、事業パートナーとの対話を収めた「プロジェク
トインタビュー」、これからの10年に向けた展望を語るインタ
ビューやディスカッションなどを収録しています。

地域の多様なパートナーと連携し、プロジェクトを実践し、どの
ように課題を乗り越えていくのか。さまざまな事例や実践的な
ノウハウを集めたプラットフォームとしてのウェブサイトです。

運営のノウハウをまとめたテキストや、ツールキット、プロジェ
クトの記録集など340件を超える資料を公開する「資料室」や、
250本以上の「レポート」を閲覧することができます。かかわっ
た「ひとびと」のプロフィールは420人以上を公開。「年表」のペー
ジには1000件近い項目を収録しています。

関心のあるキーワードでコンテンツを見つけてみたり、運営の
困りごとから役立つ資料を探してみたり、見つけた記事から次の
記事へ数珠つなぎにサイト内をめぐってみたり、自由なルート
でコンテンツへアクセスできるウェブサイトです。

東京アートポイント計画が、 
アートプロジェクトを運営する
「事務局」と話すときのことば。の本 ＜増補版＞　

Artpoint Reports

これからの文化を「10年単位」で語るために 
― 東京アートポイント計画 2009-2018 ―

文化事業のためのプラットフォーム「tarl. jp」

東京アートポイント計画は、さまざまパートナーと連携した事業を実施して
きました。その対話から生まれた “ことば” や活動の軌跡は記録に残し、オン
ラインプラットフォーム（tarl.jp）上で公開しています。これらの記録には
本書に登場した事例や議論の多くが収録されています。ぜひご活用ください。

2017年発行

2021年～2025年発行

2019年発行

https://tarl.jp/archive/2017_06_kotobabon2

https://tarl.jp/archive/ar_2020
https://tarl.jp/archive/ar_2021
https://tarl.jp/archive/ar_2022
https://tarl.jp/archive/ar_2023
https://tarl.jp/archive/ar_2024

https://tarl.jp/archive/artpoint_2009-2018

https://tarl.jp
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それ、もしかしたら、
アートプロジェクトの出番かも？
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東京アートポイント計画は、社会に対して新たな
価値観や創造的な活動を生み出す、さまざまな
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